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報 道 発 表 
2020 年 12 月 4 日 

 

クオリプス株式会社への追加投資について 
 

京都大学イノベーションキャピタル株式会社（以下「京都 iCAP」）（本社：京都市左京区、

代表取締役：楠美公）を無限責任組合員とするイノベーション京都 2016 投資事業有限責任

組合（以下「KYOTO－iCAP1 号ファンド」）は、京都大学の研究成果を活用するベンチャ

ー企業であるクオリプス株式会社（以下、クオリプス）（本社：東京都中央区、代表取締役

社長：草薙尊之）への追加投資を決定しました。 

 

○投資の概要 

クオリプスは、大阪大学医学部心臓血管外科発の再生医療ベンチャーであり、人工多能性

幹細胞（iPS 細胞）から作製した心筋シートの実用化に取り組んでいます。現在、重症心不

全に対する有効な治療法は人工心臓など限られた手段しかありません。iPS 細胞由来心筋シ

ートを患者さんの心臓に移植することで、症状を改善する効果が期待されています。 

 

再生医療の中でも心臓は競争の激しい分野ですが、澤教授らの研究グループは今年 1 月、

世界に先駆けて iPS 細胞由来心筋シートの移植手術（医師主導治験）を実施するなど、実用

化に向け競合プロジェクトの先を行っています。一方クオリプスは今年夏に、商業用の細胞

培養加工施設を竣工しており、製品の製造・供給体制を構築済みです。大阪大学との共同研

究開発により、2023 年の薬事承認取得を目指しています。 

 

クオリプスは京都大学と iPS 細胞に関する基本特許のライセンス契約を締結する予定で

す。また、京都大学 iPS 細胞研究所（CiRA）が構築した「iPS 細胞ストック」から原料と

なる高品質の iPS 細胞の供給を受けます。 

 

京都 iCAP は、初回投資（2018 年 7 月）以降、iPS 細胞由来心筋シートの実用化に向け

た研究開発が順調に進捗している点や、京都大学の発明品である iPS 細胞の実用化促進に

資する点などを高く評価し、クオリプスが実施する総額約 20 億円の第三者割当増資のうち

3 億円を引き受けることを決定しました。なおこの資金調達には、大幸薬品株式会社、朝日

インテック株式会社、株式会社ステムセル研究所、ダイダン株式会社なども参加します。 
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クオリプス株式会社 概要 

設立    2017 年 3 月 

事業内容  新規心不全治療技術の開発 

本社所在地 東京都中央区 

代表取締役 草薙尊之 

 

○京都大学イノベーションキャピタル株式会社（京都 iCAP）について 

 京都 iCAP は、京都大学 100％出資子会社として、京都大学を中心とした国立大学から

生まれた研究成果を活用する企業を対象に投資やその他の事業支援を行っております。

2016 年 1 月には京都大学と民間企業からの出資を受け、同社を無限責任組合員とする 160

億円の KYOTO－iCAP1 号ファンドを組成しました。同ファンドの満期は最長 20 年間に設

定しており、基礎研究に強みを持つ京都大学の研究成果の実用化を長期にわたって支援す

ることが可能となっています。また、起業に興味を持つ方々を対象とした会員組織である

「ECC-iCAP」の運営を大学から受託しており、スタートアップ企業の経営者候補の発掘・

育成にも力を入れています。 

 

 

【お問い合わせ先】 

                京都大学イノベーションキャピタル株式会社 

                〒606-8317 京都市左京区吉田本町 36 番地 1 

                事業企画部長（広報担当）     河野修己 

                TEL：075-753-7588  FAX：075-753-7592 

                E-mail：info@kyoto-unicap.co.jp 

 


